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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

８
月
31
日
は

語
呂
合
わ
せ
で

「
野
菜
の
日
」

だ
っ
た
。
近
年
、

親
子
で
の
食
育

教
室
も
開
か
れ

て
い
る
と
い
う
▼
７
月
の
長
雨
と

日
照
不
足
で
、
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ

ツ
と
い
っ
た
葉
物
を
中
心
に
価
格

の
高
騰
が
続
い
て
い
る
▼
９
月
に

入
り
、
立
春
か
ら
数
え
て
２
１
０

日
目
が
過
ぎ
た
。
雑
節
の

「
二
百
十
日
」
も
過
ぎ
た
。
言
い

習
わ
し
で
は
、
台
風
に
襲
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
農
家
に
と
っ
て
は

厄
日
と
も
さ
れ
て
い
る
▼
こ
れ
か

ら
が
台
風
襲
来
の
季
節
と
な
る
が
、

９
月
に
入
り
、
２
つ
の
大
型
の
台

風
が
九
州
の
西
岸
を
北
上
。
気
掛

か
り
な
二
百
十
日
が
過
ぎ
た
▼
今

夏
を
振
り
返
れ
ば
、
７
月
は
、
豪

雨
災
害
と
長
い
梅
雨
。
８
月
に
は
、

猛
烈
な
暑
さ
が
続
い
た
▼
９
月
１

日
は
「
防
災
の
日
」。
１
９
２
３

年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
ち

な
ん
で
災
害
に
対
す
る
啓
発
の
日

で
あ
る
。「
災
害
の
備
え
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
」
と
、
季
節
は
移
る

と
し
て
も
、
何
事
に
も
厄
災
に
は

油
断
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

『ななつ星 in 九州』
（撮影者：前田悠貴・西都児湯分会）

　

2
0
2
1
年
度
概
要
要
求
に
対
す

る
取
組
に
つ
い
て
、
中
央
段
階
で
は

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
の
着
実

な
推
進
、
森
林
吸
収
源
対
策
を
は
じ

め
と
す
る
森
林
整
備
予
算
の
確
保
、

組
織
・
定
員
、
現
場
管
理
機
能
の
強

化
等
に
係
る
当
面
す
る
組
織
・
要
員

体
制
の
確
保
に
向
け
た
対
策
、
組
合

員
か
ら
の
職
場
改
善
要
求
等
を
踏
ま

え
た
課
題
解
消
に
向
け
た
交
渉
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。               

　

分
会
段
階
に
お
い
て
も
要
員
不
足

か
ら
来
る
問
題
点
や
現
場
管
理
機
能

確
保
の
た
め
の
対
応
等
に
つ
い
て
、

職
場
実
態
を
踏
ま
え
た
要
求
書
を
提

出
し
、
2
0
2
1
年
度
予
算
・
組

織
・
定
員
要
求
に
反
映
さ
せ
る
交
渉

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
九
州
地
本
が
提
出
し
た
要

求
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。要

求
書
内
容

　

１
．
2
0
2
1
年
度
事
業
予
定
に

つ
い
て
は
、
①
局
の
資
源
状
況
や
職

場
の
実
行
体
制
等
を
踏
ま
え
た
収
穫

量
、
生
産
量
、
販
売
量
と
す
る
こ
と
。

②
森
林
整
備
・
森
林
吸
収
源
対
策
等

の
推
進
に
係
る
予
算
を
確
保
す
る
こ

と
。
③
非
常
勤
予
算
確
保
、
庁
費
、

旅
費
等
、
共
通
費
予
算
確
保
と
事
業

実
行
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。
④
主

伐
量
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
伐
採
量

の
み
の
積
み
上
げ
の
検
討
に
終
わ
ら

せ
る
こ
と
な
く
、
確
実
な
更
新
を
図

る
と
と
も
に
、
画
一
的
な
コ
ス
ト
低

減
を
排
し
、
適
切
な
森
林
整
備
を
進

め
る
た
め
の
事
業
運
営
経
費
を
確
保

す
る
こ
と
。

　

２
．
組
織
・
定
員
に
つ
い
て
は
、

慢
性
的
な
要
員
不
足
を
解
消
で
き
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
民
有
林

と
の
一
層
の
連
携
強
化
、
国
有
林
野

事
業
の
現
場
管
理
機
能
が
発
揮
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。               

　

特
に
、
主
伐
量
の
拡
大
に
よ
り
収

穫
調
査
や
再
造
林
に
係
る
業
務
等
が

増
加
し
て
い
る
実
態
や
、
民
国
連
携

に
係
わ
り
国
有
林
の
使
命
役
割
で
あ

る
地
域
林
業
へ
の
貢
献
が
、
要
員
不

足
に
よ
り
十
分
果
た
さ
れ
て
い
な
い

実
態
に
鑑
み
、
森
林
官
等
の
配
置
や

森
林
事
務
所
１
〜
２
名
配
置
に
係
る

要
員
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

３
．
空
席
ポ
ス
ト
解
消
に
つ
い
て

は
、
一
般
職
員
が
森
林
整
備
官
等
と

同
様
の
業
務
を
担
わ
さ
れ
労
働
過
重

と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
民
国
連
携

に
係
る
重
要
な
ポ
ス
ト
が
空
席
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
課
題
解
消

に
向
け
た
対
策
や
空
席
ポ
ス
ト
の
解

消
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
民
有
林
・
国
有
林
と
の
連

携
が
十
分
に
果
た
さ
れ
る
よ
う
、
地

域
技
術
官
の
配
置
、
人
材
育
成
を
図

る
こ
と
。

「匠の一言」　
　復旧第１号！

当
面
の
活
動

９
月
２
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

４
日　

大
隅
大
会

　
　
５
日　

屋
久
島
大
会
、
佐
賀
大

会

　
　

10
日　

長
崎
大
会

12
〜
13
日　

地
本
青
年
女
性
委
員
会

常
任
委
員
会

　
　

16
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　
　
　
　

局
大
会
（
書
面
）

　
　

17
日　

熊
本
南
部
大
会

　
　

18
日　

熊
本
大
会
（
書
面
）

要求書を提出する甲斐地本委員長

　

林
野
労
組
九
州
地
本
は
、
上
部
指
示
に
基
づ
き
８
月
６
日
、
九
州
局
当
局
に

対
し
、
2
0
2
1
年
度
予
算
概
算
要
求
に
向
け
た
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
求
書
提
出
は
、
中
央
交
渉
を
支
え
る
た
め
に
地
本
・
各
分
会
で
中

央
段
階
の
取
組
と
連
動
さ
せ
る
具
体
的
行
動
の
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2021年度事業予定、組織・定員、
空席ポスト解消を強く求める
～2021年度予算概算要求に向けた要求書提出～

　

８
月
６
日
、
九
州
地
本
は
上
部
指

示
に
基
づ
き
九
州
森
林
管
理
局
長
に

対
し
、「
２
０
２
０
人
事
院
勧
告
に

関
す
る
要
求
書
」
に
つ
い
て
提
出
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
こ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

中
央
・
地
本
・
分
会
が
連
動
し
た
取

組
で
あ
り
、
各
分
会
に
お
い
て
も
時

間
外
職
場
集
会
を
行
い
、
情
勢
の
徹

底
と
取
組
の
意
思
統
一
を
行
い
、
各

森
林
管
理
署
長
あ
て
に
要
求
書
を
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
求
書
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～2020人事院勧告に関する要求書を提出～
組合員の生活実態を踏まえ強く要求

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

１．賃金の引き上げ等について
　⑴　組合員の生活実態を踏まえ、賃金を引き上げること。
　⑵　国有林野事業の特殊性を踏まえた昇任・昇格制度とすること。
　　 　また、行政職（二）については、級構成の簡素化や号級較差額の改善を図るとともに、４

級昇格に係る要件緩和を図ること。
　⑶ 　一時金については、支給月数を引き上げるとともに、役職段階別加算の適用拡大等の改善

を図ること。
　⑷　諸手当の改善を図ること。
　　① 　現場業務の特殊性を踏まえ、地林況調査及び事業の実施に係る調査業務、監督・検査業

務及び、野生動物のワナによる捕獲や死体の埋却作業等を、山上等作業手当の適用業務に
加えること。

　　　　また、現行対象業務の支給要件の見直しを行うこと。
　　②　住居手当については、要件を具備した当該月を支給の始期とすること。
　　③ 　通勤手当については、社会経済状況の変化、職員の生活実態を踏まえた支給額の引き上

げ、新幹線等利用の加算額の引き上げを行うこと。
　　④ 　人事異動については、４月期に集中することのないよう時期の平準化を図ることや、赴

任期間の弾力化等、必要な措置を講じること。
　　　　また、３年毎など画一的な異動は行わないこと。
　⑸ 　再任用職員の賃金及び一時金を引き上げるとともに、現在支給されていない手当（扶養手

当、住居手当、寒冷地手当、特地勤務手当等）を支給対象とすること。
　　　また、退職時官署以外で雇用する場合においては、必要に応じて赴任期間を措置すること。
２．労働時間短縮等、労働諸条件の改善について
　⑴ 　超過勤務命令の上限規制に係る措置等を踏まえ、超過勤務縮減のための体制を確立し、着

実かつ具体的、実効ある超過勤務縮減策を実施すること。
　⑵ 　不払い超勤撲滅のため、事前の超過勤務命令の徹底、客観的な勤務時間管理手法を措置す

ること。
　⑶ 　超過勤務手当の支給割合を、月45時間以下100分の130以上、月45時間超100分の150

以上、休日（週休日及び国民の祝日等）については100分の150以上に引き上げること。
　　　また、勤務１時間当たり賃金については、特地勤務手当を算定額に加えること。
　⑷　育児休業制度の内容を充実するとともに、取得しやすい職場環境の整備を図ること。
　⑸　介護休暇の有給化や期間の拡大等、内容を充実すること。
　⑹　子の看護休暇について、対象年齢及び休暇日数を拡大する等、内容を充実すること。
　⑺ 　公務・公共部門における男女共同参画促進に向け、次世代育成支援対策推進法、女性活躍

推進法及び、国家公務員の女性活躍等取組方針に基づく行動計画、取組計画等を着実に実施
すること。

　⑻ 　障がい者雇用については、雇用される障がい者に寄り添った職場環境の整備や合理的配慮、
職員に対する研修などの適切な実施を通じた対応とすること。

３．非常勤職員の雇用確保と待遇の改善について
　⑴ 　非常勤職員制度を法律上明確に位置付けることとし、勤務条件等については、同一労働同

一賃金及び常勤職員との均等待遇原則に基づき、関係法令、規則を適用すること。
　⑵ 　「臨時雇用非常勤職員給与等規程」について、採用時の賃金単価、適用単価改正時の遡及

対応等、現行規程の更なる改善を図ること。
　⑶ 　期間業務職員制度について、当該職員の雇用の安定と待遇の改善となるよう、適切な運用

に努め、必要な改善措置を講じること。
　⑷ 　非常勤職員の休暇・休業制度について、公務上の負傷または疾病のため療養する期間を有

給の休暇とする等、常勤職員との待遇が異なる制度について改善を図ること。
４．高齢者雇用施策について
　⑴　公務員の段階的な定年引き上げについて、着実かつ早期実施を図ること。
　⑵ 　定年引き上げまでの間は、2013年の閣議決定に基づき、フルタイムを中心とする職員の

希望通りの再任用の実現とあわせ、短時間勤務再任用の勤務日数については週３日以上とす
ることや、高齢期の生活を支える給与、宿舎の貸与等、適切な労働条件を確保すること。

５．労働安全の徹底及び健康管理の充実等について
　⑴　労働安全の徹底及び、健康管理の充実を図ること。
　⑵ 　心の健康づくりについては、職場におけるストレス要因の軽減・除去及び、職場環境の改

善など、総合的に取り組むこととし、ストレスチェックや「心の健康づくりのための指針」
等に基づく施策の着実な推進を図ること。

　⑶　ハラスメントの防止については、一層有効な対策を着実に推進すること。
 以　上
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今
回
、
都
城
分
会
か
ら
木
崎
慎

一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

木
崎
さ
ん
は
今
年
の
四
月
の
異

動
で
大
隅
森
林
管
理
署
か
ら
来
ら

れ
ま
し
た
。
今
ま
で
経
理
の
経
験

が
長
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
都
城

支
署
で
は
業
務
グ
ル
ー
プ
の
経
営

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
経
営
の
担

当
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

経
理
の
経
験
を
活
か
し
て
テ
キ
パ

キ
と
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

木
崎
さ
ん
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
ド
ロ
ー
ン
を
持
っ
て
お
り
、
休

日
は
飛
行
さ
せ
に
行
く
ほ
ど
、
ド

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
精
通
し
て
お
り
、

何
回
か
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
現
場

へ
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
大

変
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
木
崎
さ
ん
を
語
る
の

で
切
っ
て
離
せ
な
い
の
が
〝
文
房

具
〞
で
す
。
木
崎
さ
ん
の
文
房
具

愛
は
凄
ま
じ
く
、
文
房
具
屋
へ
行

け
ば
、
一
日
中
そ
こ
で
過
ご
せ
る

そ
う
で
す
。

　

様
々
な
サ
イ
ズ
や
限
定
品
の

「M
ONO

」
消
し
ゴ
ム
を
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
て
い
た
り
、
分
会
の
発

行
す
る
新
聞
が
文
房
具
の
コ
ラ
ム

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
り
と
、
溢
れ

ん
ば
か
り
文
房
具
愛
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
業
務
で
も
分
会
活
動

で
も
抜
群
の
存
在
感
を
示
す
木
崎

さ
ん
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

 

【
高
木
通
信
委
員
：
都
城
分
会
】

【
和
田
通
信
委
員
：
鹿
児
島
分
会
】

　

８
月
22
日
、
鹿
児
島
分
会
は
署
入

札
室
に
て
第
16
回
分
会
定
期
大
会
を

開
催
し
、
組
合
員
21
名
が
出
席
し
て
、

今
後
に
お
け
る
闘
い
に
向
け
た
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
和
田
副
執
行
委
員
長
よ
り

開
会
あ
い
さ
つ
、
大
会
成
立
宣
言
が

行
わ
れ
、
深
田
議
長
に
よ
り
議
事
が

進
行
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
島
分
会
執
行
委
員
長
が

「
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

い
も
の
で
あ
る
が
、
労
働
条
件
の
改

善
・
向
上
に
向
け
組
合
員
一
丸
と

な
っ
た
運
動
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
運
動
方
針
に
つ
い
て
真
摯

な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
あ

「文房具愛」
木崎慎一さん（都城分会）

向
こ
う
一
年
間
の
運
動
方
針
を
確
立

〜
各
分
会
で
定
期
大
会
を
開
催
〜

鹿児島分会新執行体制

執務中の木崎さん

い
さ
つ
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
九
州
地
本
の

甲
斐
執
行
委
員
長
よ
り
「
九
州
地
本

の
重
点
取
組
と
し
て
挙
げ
て
い
る
組

織
強
化
を
含
め
各
種
取
組
を
進
め
て

い
く
た
め
に
も
、
今
後
一
年
の
闘
い

の
意
思
統
一
を
図
る
大
会
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
活
発
な
大
会
と

な
る
よ
う
祈
念
す
る
あ
い
さ
つ
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
２
０
１
９

年
度
闘
い
の
総
括
・
決
算
の
報
告
、

２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
（
案
）・

予
算
（
案
）
の
提
案
。
２
０
２
０
年

度
運
動
方
針
（
案
）
で
は
主
に
、
国

有
林
野
事
業
実
行
体
制
の
確
保
や
要

員
確
保
、
昇
任
・
昇
格
制
度
の
条
件

改
善
等
が
提
案
さ
れ
、
討
論
の
う
え

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
た
に
藤
川
晃

久
副
執
行
委
員
長
が
執
行
部
に
加
わ

り
、
新
任
あ
い
さ
つ
で
は
記
事
に
は

書
け
な
い
く
ら
い
の
熱
い
思
い
を
述

べ
ら
れ
、
鹿
児
島
分
会
が
さ
ら
に
固

く
大
き
な
一
枚
岩
に
な
っ
た
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣

言
の
採
択
が
行
わ
れ
、
小
島
分
会
執

行
委
員
長
の
魂
の
震
え
る
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
第
16
回
分
会
定
期
大
会
の

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

分
会
執
行
体
制
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長 

小
島　

洋
一

副
執
行
委
員
長 

藤
川　

晃
久

副
執
行
委
員
長 

和
田　

弥
己

書
記
長 

松
本　

慎
剛

執
行
委
員 

園
田　

泰
夫

　

林
野
労
組
第
16
回
定
期
全
国
大
会

は
、
開
催
方
法
等
に
つ
い
て
、
６
月

に
開
催
さ
れ
た
全
国
代
表
者
会
議
で

意
思
統
一
が
図
ら
れ
、
今
後
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

う
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、
中
央
執

行
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
結
果
、
今

大
会
は
書
面
に
よ
る
決
議
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
規
約
上
①
資
格
審
査
委

員
会
の
報
告
が
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば

成
立
し
な
い
、
②
議
案
の
承
認
は
、

大
会
議
長
団
が
採
決
を
確
認
す
る
こ

と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
資
格
審
査

委
員
長
及
び
大
会
議
長
団
に
つ
い
て

は
、
各
地
本
よ
り
選
出
さ
れ
、
大
会

の
成
立
及
び
議
案
の
採
決
に
つ
い
て
、

別
途
、
書
面
決
議
に
よ
る
確
認
が
さ

れ
、
本
部
が
提
案
し
た
議
案
を
代
議

員
47
名
中
47
名
が
承
認
し
ま
し
た
。

　

本
部
議
案
に
対
し
て
出
さ
れ
た
各

地
本
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
①
中
央

執
行
委
員
会
で
共
有
を
図
る
。
②
交

渉
案
件
等
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
意

見
を
踏
ま
え
林
野
庁
交
渉
等
の
取
組

を
進
め
、
交
渉
状
況
を
情
報
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
運

動
展
開
等
の
意
見
は
、
10
月
に
開
催

予
定
の
全
国
代
表
者
会
議
で
意
思
統

一
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
労
連
第
31
回
定
期
全

国
大
会
に
つ
い
て
も
、
書
面
に
よ
る

決
議
と
さ
れ
、
本
部
が
提
案
し
た
議

案
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

史
上
初
め
て
の

 

書
面
に
よ
る
全
国
大
会

鹿

児

島
【
井
上
通
信
委
員
：
大
分
分
会
】

　

８
月
28
日
、
大
分
分
会
は
大
分
森

林
管
理
署
会
議
室
に
お
い
て
、「
第

16
回
大
分
森
林
管
理
署
分
会
定
期
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
議
長
に
は
、
迫
本
さ
ん
（
青

年
女
性
委
員
会
）
を
選
出
。

　

今
回
は
、
来
賓
と
し
て
議
員
団
、

連
合
大
分
、
林
退
会
な
ど
多
く
の
組

織
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
く
と

こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
と
し
て
最
小
限
の
出
席

と
し
、
九
州
地
本
の
来
賓
の
み
と
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
廣
田
執
行
委
員
長
か

ら
国
内
情
勢
、
政
治
情
勢
、
森
林
・

林
業
・
木
材
関
連
産
業
を
め
ぐ
る
情

勢
を
交
え
て
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
中

で
も
森
林
経
営
管
理
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
市
町
村
へ
の
支
援
、
本
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
樹
木
採
取
権
制
度

の
対
応
に
つ
い
て
、
分
会
と
し
て
も

組
合
員
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
一
体

と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
と
あ
い
さ

つ
。

　

引
き
続
き
、
九
州
地
本
：
古
村
副

執
行
委
員
長
か
ら
は
、「
最
近
の
、

林
野
庁
、
九
州
森
林
管
理
局
に
お
け

る
情
勢
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
林
業
へ
の
影
響
等
、
地

本
・
分
会
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て

い
く
」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
事
の
提
案
・
討
論
で
は
、
井
上

書
記
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
闘
い
の
経

過
と
今
後
の
運
動
方
針
に
つ
て
提
案
、

植
薄
副
執
行
委
員
長
か
ら
決
算
報
告

と
次
年
度
の
予
算
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

質
疑
・
討
論
で
は
、
要
員
問
題
・

森
林
事
務
所
の
併
任
関
係
、
ま
た
退

職
関
係
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
当

局
へ
強
く
改
善
を
求
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
満
場

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
廣
田
執
行
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
第
16
回
定
期
大

会
の
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

分
会
執
行
体
制
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長 

廣
田　

光
春                                                     

副
執
行
委
員
長 

蒲
池　

勝
也

副
執
行
委
員
長 

植
薄　

和
彦

書
記
長 

井
上　

和
也

執
行
委
員 

木
下　

昴
大

大

分
団結がんばろう

【
三
國
通
信
委
員
：
宮
崎
南
部
分
会
】

　

８
月
28
日
、
署
会
議
室
に
お
い
て
、

林
野
労
組
宮
崎
南
部
分
会
第
16
回
定

期
大
会
が
組
合
員
23
名
全
員
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
寺
田
分
会
執
行
委
員
長
か

ら
、「
先
の
見
え
な
い
中
、
多
く
の

諸
課
題
を
抱
え
る
状
況
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
こ
そ
、
私

た
ち
は
、
全
組
合
員
の
団
結
を
固
め
、

組
織
一
体
と
な
っ
て
、
取
り
巻
く
諸

課
題
の
有
利
解
決
に
向
け
て
立
ち
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
当
局
に
対
し
て
、
も
の

を
い
う
組
織
体
制
の
確
立
が
重
要
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
九
州
地
本

の
甲
斐
執
行
委
員
長
か
ら
、
現
在
の

情
勢
や
諸
課
題
等
を
含
め
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
小
中
原
議
長
の
進
行
の

下
、
執
行
部
か
ら
、
闘
い
の
経
過
と

総
括
・
決
算
・
会
計
監
査
報
告
・
運

動
方
針
（
案
）・
予
算
（
案
）・
財
政

基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
報
告
・

提
案
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
・
討
論

が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
役
員
推
薦
委
員

か
ら
新
執
行
体
制
の
提
案
が
あ
り
満

場
一
致
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
続

い
て
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣

言
が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
、
井
上
新

執
行
委
員
長
に
よ
る
、
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

分
会
執
行
体
制
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長 

井
上　

祐
輔

副
執
行
委
員
長 

三
國　

卓
裕

書
記
長 
出
田　

正
哲

執
行
委
員 

小
城　
　

守

宮
崎
南
部

闘う方針を意思統一

場所を替え規模縮小しての分会大会

【
猪
嶌
通
信
委
員
：
大
分
西
部
】

　

分
会
は
、
８
月
28
日
日
田
市
複
合

文
化
施
設
ア
オ
ー
ゼ
に
お
い
て
、
第

16
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
禍

の
中
で
新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
き
、

場
所
を
替
え
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
猪
嶌
委
員
長
代
行
か

ら
団
結
の
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
来
賓

と
し
て
出
席
さ
れ
た
、
九
州
地
本
：

加
藤
書
記
長
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
受

け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
分
会
執
行
部
か
ら

２
０
２
０
運
動
方
針
と
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
、
２
０
２
０
運
動
方

針
と
予
算
（
案
）
の
報
告
が
提
案
さ

れ
、
質
疑
・
討
論
で
は
、
春
季
生
活

闘
争
及
び
人
事
院
勧
告
に
係
る
取
組
、

労
働
安
全
の
確
立
の
取
組
、
級
の
調

整
に
伴
う
級
の
切
り
下
げ
問
題
、
各

級
選
挙
の
取
組
、
労
金
運
動
の
推
進

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
る
中
、
す
べ

て
の
議
題
に
お
い
て
満
場
一
致
で
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
選
出
、
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
、
大
会
宣
言
を
採
択
。
最

後
に
大
塚
新
委
員
長
に
よ
る
団
結
頑

張
ろ
う
三
唱
で
大
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

分
会
執
行
体
制
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長 

大
塚　
　

磨

副
執
行
委
員
長 

福
泉　

裕
介

書
記
長 

猪
嶌　

憲
治

執
行
委
員 

白
坂　
　

進

執
行
委
員 

庄
司　

拓
平

大
分
西
部


